
イタリアン－夏型一年生イネ科草
交代草地に関する研究

久住牧野の博物館



基礎的・理論的研究

イタリアン－夏型一年生イネ科草交代草地の
成立機構と安定植生としての成立要因

応用的研究

イタリアン－夏型一年生イネ科草交代草地の
安定的維持・利用法



＊なぜイタリアンライグラスは多年生牧草地
に侵入し、優占化できるか？

（多年生牧草の競争力はどこにあるか）

基礎的・理論的研究

イタリアン－夏型一年生イネ科草交代草地の
成立機構と安定要因

＊どのような条件で毎年草種交代を繰り返す
ことができるのか？



オーチャード・フェスク草地から
イタリアン－夏型一年生イネ科草交代草地へ

造成時にイタリアンが侵入する場合

造成後移行する場合

基礎的研究：成立機構と安定要因

成立機構―種子の侵入と成長

イタリアンの侵入要因



発芽が早い
初期成長が速い
一番草における被圧力が強い

草高が高い
倒伏する場合がある
肥料吸収力が高い

現在までに明らかになっていること

造成時にイタリアン種子がある場合には
ほぼ確実にイタリアン優占草地になる



イタリアンの優占化

イタリアンが
発芽成長する
条件
ができる

イタリア
ン種子が
侵入



イタリアン種子の侵入要因

播種した

機械その他に付着して侵入

ペレニアル種子の形質分離（未確認）



イタリアンの侵入が先か、メヒシバ・
イヌビエの繁茂が先か？

イタリアンが侵入した草地にはメヒシバ・イ
ヌビエが増加する⇒イタリアンがさらに増加

オーチャード･フェスクの株がしっかりした
草地では、侵入したイタリアンの拡大速度は
速くない



安定要因―種子の散布、発芽、成長

種子を落とす機会がある

発芽・成長に適した条件がある

刈り取り時期と生育特性との関連を明らかにする

刈り取りや既存群落の特性と発芽・初期成長の関連
を明らかにする

いつ種子を落とすか？

いつ発芽し成長するか？



現在までに明らかになっていること

①イタリアンは２番草の刈取り時（通常
7/15～）には十分な発芽能力を持った種子
をつけ、下種する

（7/5前後から発芽能力をもつ種子が形成され
始める）

②下種したイタリアンは、3番草刈取り後
にいっせいに発芽する

（一部は3番草群落内あるいは刈取り後徐々に
発芽していく

翌年まで休眠する種子の数は少ない）



現在までに明らかになっていること

③メヒシバ･イヌビエは2番草群落内で発芽
する個体、2番草刈取り後に発芽する個体が
ある

④メヒシバ･イヌビエは3番草で下種し、
翌年まで休眠する



種子を落とす時期と刈取り時期の関係から

早晩性に関して選抜が自然に行われる

晩生のイタリアン

イヌビエ・メヒシバに関しても、発芽時期
と生殖成長への転換時期との関連で一定の
方向性を持った選抜が起こっている？



応用的研究

＊イタリアン－夏型一年生イネ科草交代草地の
安定的維持利用法の確立

＊イタリアン、メヒシバ、イヌビエの制御技術
（寒地型多年生草地の造成･維持･管理）



イタリアン－夏型一年生イネ科草交代草地の
安定的維持利用法の確立

収量
年間収量（イタリアン+メヒシバ･イヌビ
エ）
１番草+２番草

１番草

飼料価値（どのような飼料としての価値を期待するか）

イタリアン

メヒシバ･イヌビエ

目標

永続性（確実に下種する機会がある）



永続性 収量 飼料価値

刈取り時期
１番草
２番草
３番草
放牧

施肥（成分、量、時期）
秋施肥
春施肥
刈取り後の追肥

＜考慮すべき点＞



作業性
倒伏
乾草調製に対する適性

（水分含量、乾燥速度）
他の農作業との競合

雑草問題

考慮に入れるべき課題



１番草刈取り時期

遅 収量多 倒伏乾草適

２番草収量・栄養価
（枯れ上がり、葉の収量少）

早 栄養価高 田植え

１番草ではイタリアンの下種はない
（6月上旬）



２番草刈取り時期

早 栄養価高 梅雨 種子の確保

遅 収量多 枯れ上がり

２番草刈り取りが遅れると（8月）、メヒ
シバ・イヌビエは背が低いまま出穂

（7/5前後から発芽能力をもつ種子が形成され
始める）

種子を落とす

＊1番刈り直後に出穂し、種子を着ける茎が
あり、2番草成育中に下種ことが観察された



３番草刈取り時期

早 栄養価高 種子確保
イヌビエの乾草適性

遅 収量多 倒伏（メヒシバ）

３番草刈り取りが遅れると（10月中旬）、
翌春のイタリアンの個体数減少

イヌビエ種子は9/15頃から成熟する

放牧の影響を明らかにする（終牧時期）



施肥処理（成分、量、時期の再検討）

何番草を重点に収穫するか
（収量、栄養価、硝酸態窒素）

作業性（特にイタリアン）
（倒伏を少なくする）

秋施肥
春肥

施肥の重点化（節約）



その他の検討すべき課題

雑草問題
1）エゾノギシギシの増加

（発芽時期に群落が裸）
2）アカクローバの増加

堆肥すき込み
３番草後に堆肥をすき込むことが可能

耕起 元の植生へ堆厩肥施用



その他の検討すべき課題

異なる草種、品種で置き換える可能性

（イタリアン品種、暖地型牧草の利用）

早生系のイタリアンは翌年個体数が減少した
スーダングラス生存
イヌビエの品種･系統の違い
オオクサキビの増加（東部）

飼料としての利用法、給与法の検討

（イタリアンとメヒシバ・イヌビエの使い分け）



その他の検討すべき課題

オーチャード･フェスク草地へ戻す技術

造成時における除草剤利用

造成予定の年は放牧利用
（前年の３番の遅刈り、放牧）



オーチャード・トールフェスクの密度低下

刈り遅れ

刈り取り不能

再生不良（夏枯れ）

病虫害収穫物放置

踏圧

雑草による被圧
（メヒシバ･イヌヒエ）

生長に伴う密度低下


